　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０１１年９月　　日
民主党　御中
「高校無償化」の見直しに反対し、教育費無償化の拡充を求める要請書
　子どもたちの健やかな成長と発達を保障する教育の実現に向けてのご尽力に敬意を表します。

　

新聞報道によれば、民主党、自民党、公明党の３党幹事長は、8月9日、国会内で会談し、民主党が2009年総選挙マニフェスト(政権公約)で掲げた子ども手当、高速道路の無料化、高校授業料無償化、農業者戸別所得補償制度について「見直し」などを約束する確認書を取り交わしました。私たちは、この「３党合意」に盛り込まれた高校授業料無償化の見直し検討に強く抗議し、ただちに撤回することを求めます。

「あなたの学びを社会全体で支えます」との願いを込めて、2010年4月から始まった公立高校授業料の不徴収・私学高校等への就学支援金は、教育の無償化という世界の流れにそった重要な一歩であり、「受益者負担主義」を基本としてきた日本の教育政策を転換させる可能性をひろげるものです。「確認書」で明記された高校授業料の無償化の見直し検討は、教育費の保護者負担の軽減、教育の無償化にむけて動き始めた歴史の歯車を逆転させるものです。これは、日本政府に対し、国際人権規約・社会権規約の教育費条項の留保撤回を求めている国際的な動向にも反するものです。
甚大な被害となった東日本大震災のもとで、子どもたちの教育を守り、充実させることは、日本社会の希望であり、その具体的な措置を後退させることは許されません。「高校無償化」見直しを撤回し、教育費の無償化措置の拡充に向けてご尽力いただくよう要請します。
記
１　「３党合意」を撤回し、公立高校授業料不徴収・私立高校等への就学支援金を継続すること。

２　教育費の負担軽減を図り、教育費の無償化措置の拡充に向けてご尽力いただくこと。
以　上
住  所

団体名
 　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者
　　  
○コメント　（職場の声を記載してください）
PAGE  
1

